
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
29
輯

二
〇
一
五
年
十
二
月

『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
志
怪
資
料
に
つ
い
て

佐
野

　

誠
子

は
じ
め
に

『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
一
種
の
類
書
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
書

籍
を
引
用
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
経
書
や
史
書
と
い
っ
た
、
現
在
ま
で

テ
キ
ス
ト
が
伝
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
占
い
の
書
籍
な
ど
、
現
存
し
な

い
書
籍
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
現
存
す
る
部
分

の
う
ち
、
第
十
四
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
に
お
い
て
、『
捜
神
記
』

『
幽
明
録
』
と
い
っ
た
志
怪
を
多
数
引
用
す
る
。

志
怪
は
、
現
在
も
一
定
の
資
料
は
残
る
も
の
の
、
経
書
や
史
書
の
よ

う
に
原
本
そ
の
ま
ま
が
流
伝
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
『
天
地

瑞
祥
志
』
で
引
用
し
て
い
る
志
怪
資
料
は
、
現
在
他
書
で
そ
の
書
籍
に

条
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
他
に
引
用
を
み

な
い
佚
文
資
料
も
幾
つ
か
含
ま
れ
る
。

今
回
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
四
の
翻
刻
を
す
る
に
際
し
、
引
用
さ
れ

て
い
る
志
怪
の
解
説
も
兼
ね
、『
天
地
瑞
祥
志
』
残
存
巻
全
体
に
引
用
さ

れ
る
志
怪
の
状
況
、
ま
た
そ
の
佚
文
へ
の
簡
単
な
考
察
を
行
い
た
い
。

凡
例

⋆

『
天
地
瑞
祥
志
』
の
引
用
書
籍
に
つ
い
て
は
、
中
村
璋
八
『
日
本
陰

陽
道
書
の
研
究
』（
汲
古
書
院
一
九
八
五
）
に
索
引
が
存
在
す
る
。

そ
れ
を
も
と
に
検
索
を
行
っ
た
。
ま
た
、
検
索
を
し
て
い
く
中
で
、

中
村
著
の
索
引
の
誤
り
を
い
く
つ
か
見
つ
け
た
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
注
に
示
す
。

⋆

書
名
は
『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
著
録
さ
れ
る
順
番
に
よ
り
、
著

録
さ
れ
な
い
書
は
そ
の
あ
と
に
配
列
し
た
。
最
後
に
、
史
部
旧
事
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類
に
収
め
ら
れ
る
『
漢
武
帝
故
事
』
及
び
、
書
名
が
あ
や
ま
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
述
仙
記
』
を
置
い
た
。

⋆

書
名
の
あ
と
に
簡
単
な
解
説
を
つ
け
た
。

⋆

『
隋
志
』
に
著
録
さ
れ
る
書
物
の
輯
佚
書
に
つ
い
て
は
、
魯
迅
『
古

小
説
鉤
沈
』
の
有
無
の
み
言
及
し
た
。『
古
小
説
鉤
沈
』
以
前
に
も

輯
本
や
『
説
郛
』
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』（
汲
古
書
院
一

九
九
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⋆

各
書
籍
に
つ
い
て
は
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残
存
典

籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
続
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
一

九
六
八
）
の
収
録
状
況
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
本
文
中
で
は
、

『
本
邦
残
存
』
と
省
略
す
る
。
ま
と
め
で
述
べ
る
よ
う
に
、『
本
邦

残
存
』
は
、
後
世
の
再
編
本
の
よ
う
に
何
ら
か
の
形
で
書
籍
が
存

在
す
る
場
合
の
も
の
を
収
載
し
て
お
ら
ず
、
佚
文
資
料
を
概
観
す

る
の
に
、
不
充
分
な
点
が
あ
る
。

⋆

引
用
状
況
に
つ
い
て
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
巻
数
、
葉
数
順
と
し
、

「
」
内
に
分
類
名
を
あ
げ
る
。
そ
の
後
引
用
さ
れ
る
際
の
実
際
の
書

名
を
あ
げ
た
。
一
部
に
、
見
出
し
と
す
る
書
名
と
文
字
の
違
い
が

含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

⋆

内
容
の
要
約
及
び
、
他
書
に
み
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
情
報
を

載
せ
る
。

一

『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
志
怪
総
覧

A
『
列
異
記
（
伝
）』
一
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
列
異
伝
』
三
巻
魏
文
帝
撰
と
し
て
著
録

さ
れ
る
。
佚
書
。
魏
文
帝
曹
丕
は
、
語
り
物
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る

が
、
本
当
に
『
列
異
伝
』
の
著
者
で
あ
る
か
否
か
は
不
詳
。
魯
迅

『
古
小
説
鉤
沈
』
は
四
十
七
条
を
集
め
る
。
ま
た
、
富
永
一
登
「
魯

迅
輯
『
古
小
説
鉤
沈
』
校
釈:

『
列
異
伝
』
」（『
広
島
大
学
文
学

部
紀
要
』
五
四
、
特
輯
号
二
、
一
九
九
四
）
は
、
魯
迅
の
一
条
を

『
列
異
伝
』
の
も
の
か
疑
問
が
残
る
と
し
、
新
た
に
二
条
を
佚
文
と

し
て
つ
け
加
え
る
。『
本
邦
残
存
』
は
史
部
雑
伝
類
に
『
列
異
記
』

と
し
て
以
下
の
条
を
含
む
二
条
を
収
録
す
る
。

1

第
十
四
9b
「
鬼
」『
列
異
記
』

髑
髏
を
葬
っ
た
の
ち
髑
髏
の
鬼
が
出
現
。『
列
異
伝
』
の
佚
文
に

は
み
え
ず

（
1
）

。
ま
た
他
書
に
も
類
似
の
記
述
は
み
え
ず
。

B
『
甄
異
記
（
伝
）』
一
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
甄
異
伝
』
三
巻
晋
西
戎
主
簿
戴
祚
撰
と

し
て
著
録
さ
れ
る
。『
隋
志
』
で
は
戴
祚
の
著
と
し
て
史
部
地
理
類
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に
『
西
征
記
』
を
著
録
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
伝
記
資
料
は
な
い
。

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
は
十
七
条
の
佚
文
を
収
め
る
。『
本
邦
残
存
』

史
部
雑
伝
類
は
以
下
の
条
の
み
を
収
録
す
る
。

1

第
十
四
10b
「
鬼
」『
甄
異
記
』

古
小
説
鉤
沈
『
甄
異
伝
』
に
は
み
え
ず
。
ま
た
他
書
に
も
類
似

の
記
述
は
み
え
ず
。
義
熙
四
年
張
炤
の
家
で
物
が
な
く
な
っ
た

り
し
た
。
そ
の
原
因
が
鬼
だ
っ
た
。

C
『
述
異
記
』
二
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
述
異
記
』
十
巻
祖
沖
之
撰
と
し
て
著
録

さ
れ
る
。
祖
沖
之
は
、
宋
か
ら
斉
に
か
け
て
の
人
物
。
数
学
に
強

く
、
円
周
率
の
計
算
や
、
大
明
暦
の
編
纂
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
祖
沖
之
『
述
異
記
』
は
、
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
九
十

条
が
集
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
祖
沖
之
の
も
の
と
は
別
に
任
昉
撰
の

も
の
が
存
在
す
る
。
任
昉
は
宋
か
ら
梁
に
か
け
て
の
文
学
者
。
任

昉
『
述
異
記
』
は
、
歴
代
の
書
目
に
著
録
が
な
い
が
、
類
書
等
に
引

用
が
あ
り
、
明
代
に
出
版
さ
れ
た
上
下
巻
本
が
あ
る
。
中
島
長
文

「『
任
昉
述
異
記
』
考
」
／
「
校
本
任
昉
述
異
記
」（
と
も
に
『
東
方

学
報
（
京
都
）』
七
三
、
二
〇
〇
一
）
に
詳
し
い
。
所
謂
志
怪
の
内

容
で
あ
る
祖
沖
之
『
述
異
記
』
に
た
い
し
、
任
昉
『
述
異
記
』
は
、

博
物
的
な
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
類
書
の
引
用

に
お
い
て
両
者
の
混
同
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
に
引
用
さ
れ
る
『
述
異
記
』
は
、
以
下
に
述
べ
る

よ
う
に
、
祖
沖
之
の
佚
文
と
し
て
も
任
昉
の
佚
文
と
し
て
も
見
当

た
ら
な
い
。
前
者
は
、
誅
さ
れ
る
予
兆
と
し
て
の
怪
異
で
あ
り
、
祖

沖
之
『
述
異
記
』
に
多
く
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
の
話
で
あ
る
。
後

者
は
、
博
物
的
な
記
述
で
は
じ
ま
る
が
、
末
尾
に
鶩
丘
が
漢
の
領

土
に
入
れ
ば
、
胡
の
兵
が
大
挙
し
て
や
っ
て
く
る
と
い
う
占
書
の

よ
う
な
記
述
も
持
つ
。

『
本
邦
残
存
』
は
史
部
雑
伝
類
に
祖
沖
之
撰
と
し
て
、
以
下
の
『
天

地
瑞
祥
志
』
か
ら
の
二
条
を
含
む
五
条
を
収
録
す
る
。

1

第
十
七
6a
「
血
」『
述
異
記
』

庾
続
の
家
で
牛
の
心
臓
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
思
っ
た
ら
、

血
の
塊
だ
っ
た
。
祖
沖
之
、
任
昉
『
述
異
記
』
と
も
み
え
ず
。

2

第
十
八
10a
「
鶩
丘
」『
述
異
記
』

漢
北
に
い
る
鳥
、
鶩
丘
に
つ
い
て
。
祖
沖
之
、
任
昉
『
述
異
記
』

と
も
み
え
ず
。

D
『
異
菀
（
苑
）』
十
三
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
異
苑
』
十
巻
宋
給
事
劉
敬
叔
撰
と
し
て

著
録
さ
れ
る
。
劉
敬
叔
は
、
正
史
に
伝
は
た
て
ら
れ
な
い
も
の
の
、

『
宋
書
』
中
に
断
片
的
な
記
録
が
残
り
、
宋
王
朝
に
仕
え
て
い
た
こ
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と
が
わ
か
る
。
明
の
万
暦
十
六
年
に
出
さ
れ
た
十
巻
本
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
出
版
者
の
胡
震
亨
が
宋
代
の
写
本
を
発
見
し
て
、
刊
行

し
た
と
あ
る
が
、
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
范

寧
校
点
『
異
苑
・
談
藪
』（
中
華
書
局
一
九
九
六
）
が
、
現
在
簡
便

に
み
ら
れ
る
活
字
本
で
あ
る
。
大
橋
由
治
「『
異
苑
』
素
描
」（『
大

東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
三
五
、
一
九
九
六
）
に
、『
太
平
広
記
』、

『
太
平
御
覧
』、『
太
平
寰
宇
記
』
な
ど
に
み
え
る
佚
文
十
五
条
が
紹

介
さ
れ
る
。

『
本
邦
残
存
』
に
は
『
異
苑
拾
遺
』
と
い
う
書
名
で
、『
玉
燭
宝
典
』

か
ら
一
条
収
録
し
て
い
る
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
『
異
苑
』
に
つ

い
て
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は
『
異
菀
』
あ

る
い
は
『
異
宛
』
と
書
か
れ
る
。

現
行
十
巻
本
で
の
収
録
状
況
に
つ
い
て
は
、
巻
数
の
み
な
ら
ず
、
筆

者
が
数
え
た
巻
毎
の
条
番
号
を
参
考
に
あ
げ
る
。
現
行
十
巻
本
に

は
、
一
部
類
書
に
お
け
る
『
異
苑
』
か
ら
と
す
る
引
用
が
な
い
条

が
含
ま
れ
る
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
の
『
異
苑
』
で
十
巻
本
に

み
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
み
な
他
の
類
書
で
の
引
用
が
あ
る
も

の
で
あ
っ
た

（
2
）

。

２
と
12
は
同
内
容
が
別
々
の
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
覧
に
入
れ
な
か
っ
た
が
、
巻
十
四
15b
「
物
精
」
に
あ
る
「『
山
海

経
』
曰
、
山
精
如
人
而
有
毛
也
」
の
一
文
は
、
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』

巻
三
第
三
二
条
に
み
ら
れ
る
『
山
海
経
』
の
佚
文
と
一
致
す
る
。

1

第
十
四
8a
「
神
」『
異
菀
』

紫
姑
神
の
話
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
五
第
一
六
条
に
み
え
る
。

2

第
十
六
25b
「
五
行
・
水
」『
異
菀
』

長
安
端
門
外
の
井
戸
の
水
を
汲
ん
で
甕
に
入
れ
て
お
い
た
と
こ

ろ
、
水
が
血
の
よ
う
に
な
り
、
赤
い
魚
が
い
た
。
そ
の
国
は
滅

ぼ
さ
れ
た
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
二
八
条
に
み
え
る
。

12
と
一
致
。
ま
た
『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は
、『
異
苑
』
と
一
致
す
る

文
章
の
あ
と
に
、
出
典
を
示
さ
ず
「
井
自
満
、
君
子
有
福
…
…
」

と
い
う
、
占
い
を
思
わ
せ
る
文
章
を
載
せ
る
。
こ
ち
ら
は
、
出

典
が
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、『
異
苑
』
で
は

な
く
、
他
の
書
籍
の
引
用
で
、
出
典
が
抜
け
て
い
る
可
能
性
が

高
い
だ
ろ
う
。

3

第
十
七
4a
「
光
」『
異
菀
』

晋
の
恵
帝
の
羊
皇
后
の
服
が
光
る
。
の
ち
の
洛
陽
陥
落
の
予
兆
。

現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
一
八
条
に
み
え
る
。

4

第
十
七
4a
「
光
」『
異
菀
』

下
伯
王
母
江
氏
が
義
熙
年
間
中
に
夜
、
灯
が
空
中
を
移
動
す
る

の
を
目
撃
す
る
。
江
氏
は
そ
の
後
す
ぐ
に
死
亡
。
現
行
十
巻
本
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『
異
苑
』
に
み
え
ず
。
他
書
に
も
み
え
ず
。

5

第
十
七
6a
「
血
」『
異
菀
』

栖
（
3
）

振
が
夜
、
門
前
に
大
き
な
血
の
塊
が
あ
る
の
を
見
る
。
そ
の

後
す
ぐ
に
殺
さ
れ
る
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
五
〇
条

に
み
え
る
。

6

第
十
七
12a
「
鏡
」『
異
菀
』

石
虎
が
鏡
を
み
た
と
こ
ろ
、
頭
部
が
映
ら
な
か
っ
た
。
現
行
『
異

苑
』
に
み
え
ず
。『
北
堂
書
抄
』
巻
一
三
六
照
鏡
不
見
頭
に
『
二

石
遺
事
』
云
と
し
て
類
似
の
内
容
が
み
え
る
。『
二
石
遺
事
』
は

『
隋
志
』
史
部
覇
史
類
の
王
度
『
二
石
偽
治
時
事
』
二
巻
の
こ

と
か
。

7

第
十
八
9b
「
海
鳬
」『
異
菀
』

晋
の
恵
帝
の
と
き
に
長
い
鳥
の
毛
を
手
に
入
れ
た
。
張
華
に
よ
っ

て
、
海
鳬
の
毛
で
あ
る
こ
と
、
あ
ら
わ
れ
る
と
、
天
下
が
乱
れ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
一
七

条
に
み
え
る
。

8

第
十
八
20a
「
鶏
」『
異
菀
』

伯
玉
な
る
人
物
の
竃
に
白
い
鶏
が
入
り
込
み
、
長
い
時
間
が
た
っ

た
あ
と
出
て
き
た
が
、
羽
毛
が
焼
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後

伯
玉
は
病
死
し
た
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
六
〇
条
に

み
え
る
。

9

第
十
八
27a
「
雀
」『
異
菀
』

任
城
の
魏
肇
が
生
ま
れ
た
と
き
に
雀
が
手
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

爵
を
封
ぜ
ら
れ
る
吉
兆
だ
っ
た
。
現
行
十
巻
本
巻
『
異
苑
』
巻

四
第
三
六
条
に
み
え
る
。

10

第
十
八
30a
「
鸜
鵒
」『
異
菀
』

五
月
五
日
に
鸜
鵒
の
舌
を
切
る
と
、
よ
く
言
葉
が
学
べ
る
。
現

行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
三
第
五
条
に
み
え
る
。

11

第
十
八
32b
「
鳩
」『
異
菀
』

晋
武
帝
大
康
五
年
に
宣
皇
廟
で
鳩
が
巣
を
つ
く
る
。
現
行
十
巻

本
『
異
苑
』
に
み
え
ず
。

12

第
十
八
38b
「
魚
」『
異
菀
』

長
安
端
門
外
の
井
戸
の
水
を
汲
ん
で
甕
に
入
れ
て
お
い
た
と
こ

ろ
、
水
が
血
の
よ
う
に
な
り
、
赤
い
魚
が
い
た
。
そ
の
国
は
滅

ぼ
さ
れ
た
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
二
八
条
に
み
え
る
。

2
と
一
致
。

13

第
十
九
32b
「
鼠
」『
異
宛
』

恵
清
が
隆
安
年
間
に
、
鼠
の
群
が
た
が
い
に
し
っ
ぽ
を
銜
え
て
、

梁
か
ら
床
ま
で
連
な
っ
て
い
る
の
を
み
か
け
る
。
数
日
後
恵
清

は
病
死
。
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
四
第
四
九
条
に
み
え
る
。

– 181 –



E
『
捜
神
記
』
八
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
捜
神
記
』
三
十
巻
晋
干
宝
撰
と
著
録
さ

れ
る
。
干
宝
は
晋
の
歴
史
家
。
編
年
体
の
史
書
『
晋
紀
』
も
著
し
て

い
る
。
明
末
に
出
版
さ
れ
た
二
十
巻
本
が
あ
る
が
、
類
書
に
引
用

さ
れ
た
文
章
な
ど
を
再
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
活
字
本
と
し
て
李
剣
国
に
よ
る
『
新
輯
捜
神
記
』（
中
華
書
局
二

〇
〇
七
）
が
あ
る
が
、
収
録
話
、
順
序
を
全
く
変
え
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
注
意
。
こ
こ
に
あ
げ
る
二
十
巻
本
の
巻
数
、
及
び
条

番
号
（
通
巻
）
は
、
汪
紹
楹
『
捜
神
記
』（
中
華
書
局
一
九
七
九
）

に
よ
る

（
4
）

。
ど
ち
ら
の
点
校
本
に
お
い
て
も
、
各
条
の
類
書
へ
の
引

用
状
況
を
示
し
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。
以
下
の
八
条
は
す
べ

て
、
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
ま
た
他
の

類
書
で
も
『
捜
神
記
』
か
ら
と
し
て
の
引
用
が
あ
り
、
原
本
『
捜

神
記
』
に
も
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
が
「
干
宝
曰
」
と
し
て
引
用
す
る
一
条
及
び
『
援

神
記
』
と
し
て
引
用
す
る
二
条
は
、
現
行
『
捜
神
記
』
に
み
え
る

話
な
た
め
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
。

1

第
十
四
5b
「
神
」『
捜
神
記
』

（
5
）

後
漢
末
か
ら
六
朝
に
か
け
て
広
く
信
仰
を
あ
つ
め
た
蒋
子
文
神

に
つ
い
て
の
話
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
五
第
九
二
条

に
み
え
る
。

2

第
十
四
7a
「
神
」『
捜
神
記
』

姑
に
い
じ
め
ら
れ
た
末
自
殺
し
た
丁
新
婦
が
の
ち
に
神
と
し
て

祀
ら
れ
る
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
五
第
九
七
条
に
み

え
る
。
自
殺
し
た
日
付
に
つ
い
て
、
汪
紹
楹
及
び
李
剣
国
の
校

注
は
、
底
本
が
九
月
九
日
と
な
っ
て
い
る
の
を
九
月
七
日
に
改

め
る
が
、
こ
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
テ
キ
ス
ト
も
「
九
月
七
日
」

に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
の
テ
キ
ス
ト
が
九
月

七
日
で
あ
っ
た
こ
と
の
補
強
と
な
る
だ
ろ
う
。

3

第
十
四
16b
「
神
」『
捜
神
記
』

呉
の
先
主
の
と
き
陸
敬
叔
が
樹
木
を
切
っ
て
で
て
き
た
生
き
物

を
退
治
す
る
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
十
八
第
四
一
八

条
に
み
え
る
。

4

第
十
九
34a
注
文
「
鼠
」『
捜
神
記
』

高
平
の
劉
柔
が
就
寝
中
、
鼠
に
指
を
嚼
ま
れ
て
、
指
か
ら
出
た

血
で
田
の
字
を
書
か
れ
る
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
三

第
五
七
条
に
み
え
る
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
の
テ
キ
ス

ト
で
は
、
淳
于
智
が
劉
柔
の
こ
の
現
象
に
対
し
て
占
い
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は
省
か
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れ
る
。

5

第
十
九
39a
「
蛇
」『
捜
神
記
』

魯
の
定
公
元
年
秋
に
九
匹
の
蛇
が
柱
に
ま
と
わ
り
つ
く
。
現
行

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
六
第
一
一
三
条
に
み
え
る
。
現
行
二

十
巻
本
『
捜
神
記
』
に
は
、『
左
伝
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
み
ら

れ
る
が
、
こ
の
『
左
伝
』
の
時
代
の
話
は
『
捜
神
記
』
以
前
に

は
記
録
が
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

6

第
十
九
17a
注
文
「
虎
」
干
宝

本
文
で
『
晋
雑
事
』
に
曰
く
、
と
し
て
、
南
陽
か
ら
二
本
足
の

虎
が
献
じ
ら
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
、
注
文
に
お
い
て
、
干
宝
曰

く
、
と
し
て
こ
の
災
異
へ
の
解
説
が
引
用
さ
れ
る
。
現
行
二
十

巻
本
『
捜
神
記
』
巻
七
第
一
八
四
条
に
こ
の
事
件
と
解
説
が
み

ら
れ
る
た
め
、『
捜
神
記
』
の
文
と
み
な
す
。
た
だ
し
『
天
地
瑞

祥
志
』
の
解
説
の
文
は
か
な
り
乱
れ
て
お
り
、
理
解
し
に
く
い
。

現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
の
文
は
、
わ
か
り
や
す
い
記
述
と

な
っ
て
い
る
。

7

第
十
七
9b
「
衣
服
」『
援
神
記
』

太
康
年
間
の
は
じ
め
、
女
性
の
履
き
物
の
先
端
が
方
形
に
な
り

男
物
と
同
じ
に
な
る
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
七
第
一

八
七
条
に
み
え
る
。

8

第
十
七
16b
注
文
「
玉
」『
援
神
記
』

猟
師
に
射
ら
れ
た
鶴
を
介
抱
し
て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
明
珠
を
謝

礼
と
し
て
も
ら
う
。
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
二
十
第
四

五
一
条
に
み
え
る
。

F
『
続
捜
神
記
』（『
捜
神
後
記
』）
五
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
に
『
捜
神
後
記
』
十
巻
晋
陶
潜
撰
と
著
録
さ

れ
る
。
陶
潜
は
陶
淵
明
の
名
。
陶
淵
明
は
晋
か
ら
宋
に
か
け
て
の

文
学
者
と
し
て
有
名
。
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
は
現
行
十
巻
本

『
捜
神
後
記
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
捜
神
後
記
』
が

陶
淵
明
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
意
見
も

多
く
、
定
見
を
み
な
い
。
類
書
で
は
『
続
捜
神
記
』
と
書
か
れ
る

こ
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
も
『
続
捜
神
記
』

と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

明
末
に
刊
行
さ
れ
た
十
巻
本
が
あ
る
が
、『
捜
神
記
』
と
同
様
に
明

代
に
お
け
る
再
編
本
で
あ
り
原
著
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。『
捜
神

記
』
同
様
、
汪
紹
楹
『
捜
神
後
記
』（
中
華
書
局
一
九
八
一
）
の
巻

数
及
び
条
数
を
示
す
。
李
剣
国
『
新
輯
捜
神
後
記
』（
中
華
書
局
二

〇
〇
七
）
は
配
列
が
違
う
の
に
注
意
さ
れ
た
い

（
6
）

。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。

1

第
十
四
6a
「
神
」『
続
捜
神
記
』
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虎
に
襲
わ
れ
か
か
っ
た
と
き
、
蒋
子
文
神
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

る
。
現
行
十
巻
本
『
捜
神
後
記
』
に
は
み
え
ず
。
現
行
二
十
巻

本
『
捜
神
記
』
巻
五
第
九
六
条
に
同
内
容
が
み
ら
れ
る
。
汪
紹

楹
は
、
冒
頭
に
あ
る
琅
邪
の
内
史
の
名
前
が
謝
玉
で
は
な
く
、
謝

安
の
息
子
で
あ
る
謝
琰
の
誤
り
で
は
な
い
か
、
と
し
、
謝
琰
が

内
史
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
頃
に
は
、『
捜
神
記
』
の
著
者
で
あ
る

干
宝
は
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

の
話
は
、『
捜
神
記
』
の
原
本
に
な
か
っ
た
話
で
は
な
い
と
の
考

え
を
載
せ
る
。
李
剣
国
は
、
謝
琰
と
の
推
定
に
は
保
留
を
示
す

が
、『
太
平
広
記
』
巻
二
百
九
十
三
に
お
け
る
同
話
の
出
典
表
記

が
「『
捜
神
記
』『
幽
明
録
』『
志
怪
』
等
書
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
幽
明
録
』
あ
る
い
は
『
志
怪
』
に
あ
っ
た
話
で
は
な

い
か
と
の
推
測
を
載
せ
る
。

し
か
し
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
は
、『
続
捜
神
記
』
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
『
捜
神
後
記
』
は
陳
郡
謝
氏
に
ま
つ
わ
る
話
を

多
く
載
せ
る
。
こ
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
が
『
続
捜
神
記
』
と
し

て
い
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

第
十
四
7a
「
神
」『
続
捜
神
記
』

八
部
将
軍
。
こ
こ
に
で
て
く
る
謝
太
傅
と
は
謝
安
（
三
二
〇
―

三
八
五
）
の
こ
と
。
現
行
十
巻
本
『
捜
神
後
記
』
に
は
み
え
ず
。

ま
た
他
書
に
も
類
似
の
記
述
は
み
え
ず
。

3

第
十
四
10a
「
鬼
」『
続
捜
神
記
』

李
䫃（

7
）

の
父
は
鬼
を
怖
が
ら
ず
、
幽
霊
屋
敷
に
住
み
、
無
事
に
二

年
間
を
過
ご
し
た
が
、
そ
の
家
を
離
れ
よ
う
と
し
た
と
き
に
鬼

が
あ
ら
わ
れ
、
一
家
が
惨
殺
さ
れ
た
。
現
行
十
巻
本
『
捜
神
後

記
』
巻
七
第
八
五
条
に
み
ら
れ
る
。

4

第
十
四
10b
「
鬼
」『
続
捜
神
記
』

（
8
）

義
熙
七
年
謝
顕
之
の
家
に
瓦
が
降
っ
て
く
る
。
現
行
十
巻
本
『
捜

神
後
記
』に
は
み
え
ず
。
ま
た
他
書
に
も
類
似
の
記
述
は
み
え
ず
。

5

第
十
七
6a
「
血
」『
続
捜
神
』

新
野
の
庾
謹
の
母
が
病
気
の
と
き
に
、
血
ま
み
れ
の
頭
部
が
出

現
し
、
そ
の
後
母
が
死
亡
。
現
行
十
巻
本
『
捜
神
後
記
』
巻
八

第
九
〇
条
に
収
め
ら
れ
る
。

G
『
斉
諧
記
』
一
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
で
は
『
斉
諧
記
』
七
巻
宋
散
騎
侍
郎
東
陽
旡

疑
撰
と
著
録
さ
れ
る
。
東
陽
旡
（
無
）
疑
は
、
こ
の
『
隋
志
』（
及

び
『
新
旧
唐
書
』）
の
著
録
以
外
に
名
前
を
見
い
だ
せ
な
い
人
物
。

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
佚
文
十
五
条
が
集
め
ら
れ
る
。『
古
小
説

鉤
沈
』
に
お
け
る
条
番
号
（
筆
者
が
振
っ
た
も
の
）
を
示
す
。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。
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1

第
十
八
44a
「
蟻
」『
斉
諧
記
』

富
陽
の
董
照
之
が
船
で
長
江
を
渡
っ
た
と
き
、
川
の
中
央
で
蟻

を
見
か
け
た
の
で
助
け
た
。
そ
の
後
、
董
照
之
が
捕
ま
っ
た
と

き
に
、
助
け
て
も
ら
う
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
一
条
。『
初
学
記
』

巻
二
十
、『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
四
十
三
、『
太
平
広
記
』
巻
四

百
七
十
三
に
も
み
え
る
。
ま
た
前
半
部
分
の
み
が
『
芸
文
類
聚
』

巻
九
十
七
、『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
七
十
九
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
類
書
で
文
章
の
異
同
が
多
い
。『
古
小
説
鉤
沈
』
を
参
照

の
こ
と
。

H
『
続
斉
諧
記
』
一
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
で
は
『
続
斉
諧
記
』
一
巻
呉
均
撰
と
著
録
さ

れ
る
。
呉
均
は
梁
の
文
学
者
。『
続
斉
諧
記
』
は
、
明
代
に
出
版
さ

れ
た
一
巻
本
が
あ
り
、『
四
庫
全
書
』
に
も
収
め
ら
れ
る
。
佚
文
も

収
め
た
活
字
本
に
、
王
国
良
『
続
斉
諧
記
研
究
』（
台
北
、
文
史
哲

出
版
社
一
九
八
七
）
が
あ
る
。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。

1

第
十
八
28a
「
雀
」『
続
斉
諧
記
』

弘
農
楊
宝
が
黄
色
い
雀
を
み
る
。
現
行
本
『
続
斉
諧
記
』
第
三
条
。

I
『
幽
明
録
』
六
条

『
隋
志
』
史
部
雑
伝
類
で
は
、『
幽
明
録
』
二
十
巻
劉
義
慶
撰
と
著

録
さ
れ
る
。
劉
義
慶
は
劉
宋
王
朝
の
王
族
。
文
化
人
を
集
め
、『
世

説
新
語
』
を
編
纂
し
た
。
ま
た
、
晩
年
は
仏
教
に
傾
倒
し
、
仏
教

志
怪
『
宣
験
記
』
を
編
ま
せ
た
。
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
二
百

六
十
五
条
を
収
め
る
。
六
朝
志
怪
の
中
で
最
も
大
量
の
佚
文
を
有

す
る
。

『
本
邦
残
存
』
史
部
雑
伝
類
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
文
を
含
め
た
全

二
十
一
条
が
収
め
ら
れ
る
。

1

第
十
四
5a
「
神
」『
幽
明
録
』

陳
慶
孫
の
家
の
裏
の
神
樹
が
犠
牲
を
捧
げ
な
い
と
家
族
を
殺
す

と
脅
す
が
、
陳
が
屈
服
し
な
か
っ
た
話
。
神
は
結
局
鬼
の
正
体

を
明
か
す
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
一
六
一
条
。『
太
平
広
記
』
巻

三
百
十
八
所
引
。

2

第
十
四
7a
「
神
」『
幽
明
録
』

八
部
将
軍
な
る
神
に
つ
い
て
の
説
明
。『
古
小
説
鉤
沈
』
本
『
幽

明
録
』
に
は
み
え
ず
。
ま
た
他
書
に
も
類
似
の
記
述
は
み
え
ず
。

3

第
十
四
11a
「
鬼
」『
幽
明
録
』

王
弼
が
鄭
玄
を
笑
っ
て
、
鄭
玄
の
幽
霊
が
で
て
く
る
。『
古
小
説

鉤
沈
』
第
九
八
条
。『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
九
、『
太
平
御
覧
』
巻

八
百
三
十
三
、『
続
談
助
』
巻
四
所
引
。
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4

第
十
四
11b
「
鬼
」『
幽
明
録
』

死
ん
だ
ば
か
り
の
幽
霊
が
供
え
物
を
も
ら
お
う
と
す
る
。『
古
小

説
鉤
沈
』
第
二
五
五
条
。『
太
平
広
記
』
巻
三
百
二
十
一
所
引
。

5

第
十
七
6a（9

）
「
血
」『
幽
明
録
』

元
嘉
九
年
南
陽
の
楽
遐
の
家
で
服
が
血
ま
み
れ
に
な
る
。
そ
の

後
夫
婦
と
も
死
亡
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
二
四
三
条
。『
太
平
御

覧
』
巻
八
百
八
十
五
、『
太
平
広
記
』
巻
三
百
六
十
所
引
。

6

第
十
七
6b
「
血
」『
幽
明
録
』

綏
母
堂
上
子
婬
姪

（
10
）

が
夜
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
血
ま
み
れ
の
生
首

が
出
現
し
、
そ
の
後
誅
さ
れ
る
。『
幽
明
録
』
佚
文
と
同
じ
話
は

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
古
小
説
鉤
沈
』
第
二
三
三
条
は
、

宋
初
に
義
興
の
周
超
の
妻
が
実
家
で
生
首
を
見
、
そ
の
後
周
超

が
罰
せ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
内
容
が
類
似
し
て
い
る
。
第

二
三
三
条
は
『
太
平
御
覽
』
巻
八
百
八
十
五
、『
太
平
広
記
』
巻

一
百
三
十
七
所
引
。

J
『
玄
中
記
』
十
一
条

『
隋
志
』
に
は
著
録
さ
れ
な
い
。
晋
・
郭
氏
撰
。
郭
氏
は
郭
璞
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
る
。
博
物
的
な
情
報
を
集
め
た
書
。

佚
文
も
短
い
も
の
が
多
い
。『
古
小
説
鉤
沈
』
で
は
、
佚
文
七
十
条

を
収
め
る
。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
は
、
第
十
八
以
降
の
動
物
に
関
す
る
項

目
に
多
く
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
内
容
が
複
数
箇
所
に
引
用
さ

れ
て
お
り
、
実
際
に
引
用
さ
れ
た
条
数
は
、
以
下
の
項
目
数
よ
り

も
少
な
く
、
実
質
七
条
と
考
え
ら
れ
る
。

1

第
十
四
15a
「
物
精
」『
玄
中
記
』

山
精
に
つ
い
て
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
五
七
条
。『
太
平
御
覧
』
巻

八
百
十
六
、『
草
堂
詩
箋
』
巻
三
所
引
。

2

第
十
四
16b
「
物
精
」『
玄
中
記
』

千
年
生
き
た
樹
が
青
い
羊
、
一
万
年
生
き
た
樹
が
青
い
牛
に
な

る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
三
条
。『
古
小
説
鉤
沈
』
に
附
せ
ら

れ
る
類
書
引
用
状
況
に
よ
る
と
、『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
四
、『
太

平
御
覧
』
巻
九
百
一
引
首
句
、『
初
学
記
』
巻
二
十
九
、『
白
孔

六
帖
』
巻
九
十
六
引
次
句
、『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
八
、『
芸
文

類
聚
』
巻
八
十
八
引
前
二
句
、『
太
平
御
覧
』
巻
八
百
八
十
六
引

全
、
と
断
片
的
に
類
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。『
天

地
瑞
祥
志
』
第
十
四
は
両
方
を
ま
と
め
て
引
用
し
、
6
、
7
で

は
、
わ
け
て
引
用
を
行
っ
て
い
る
。

3

第
十
四
16b
「
物
精
」『
玄
中
記
』

（
11
）

秦
の
始
皇
帝
が
大
木
を
切
ら
せ
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
木
の
精
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に
よ
る
怪
異
が
起
き
る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
五
条
。『
太
平

御
覧
』
巻
六
百
八
十
又
巻
九
百
五
十
八
。『
法
苑
珠
林
』
巻
六
十

七
、『
北
堂
書
鈔
』
巻
一
百
三
十
、『
事
類
賦
注
』
巻
二
十
四
所
引
。

4

第
十
四
17a
「
物
精
」『
玄
中
記
』

（
12
）

漢
の
桓
帝
が
河
辺
に
で
か
け
た
と
き
に
樹
木
の
精
で
あ
る
青
い

牛
に
襲
わ
れ
る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
四
条
。『
北
堂
書
鈔
』
巻

六
十
四
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
百
三
十
九
又
巻
九
百
所
引
。

5

第
十
八
39a
「
龜
」『
玄
中
記
』

巨
大
な
龜
に
つ
い
て
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
二
三
条
。『
文
選
』

「
思
玄
賦
」
李
善
注
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
八
、『
初
学
記
』
巻

三
十
、『
文
選
』「
呉
都
賦
」
李
善
注
所
引
。

6

第
十
九
8b
「
牛
」『
玄
中
記
』

樹
齢
一
万
年
の
木
が
青
い
牛
に
な
る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
三

条
は
次
の
条
と
一
文
を
な
す
。
2
参
照
。

7

第
十
九
11b
「
羊
」『
玄
中
記
』

古
い
木
が
青
い
羊
に
な
る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
三
条
は
前
の

条
と
一
文
を
な
す
。『
天
地
瑞
祥
志
』
の
文
は
「
其
精
如
樹
為
青

羊
」
と
な
っ
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
文
の
途
中
か
ら
ひ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
2
参
照
。

8

第
十
九
23a
「
狐
」『
玄
中
記
』

年
老
い
た
狐
が
女
性
に
化
け
る
こ
と
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
七

条
。『
初
学
記
』
巻
二
十
九
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
九
、『
太
平

広
記
』
巻
四
百
四
十
七
所
引
。

9

第
十
九
31a
「
鼠
」『
玄
中
記
』

百
歳
生
き
た
鼠
が
神
に
な
る
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
四
八
条
。『
太

平
御
覽
』
巻
九
百
一
十
一
所
引
。

10

第
十
九
35a
「
鼠
」『
玄
中
記
』

百
歳
生
き
た
伏
翼
（
鼠
の
一
種
）
に
つ
い
て
。『
古
小
説
鉤
沈
』

第
五
〇
条
。『
水
経
注
』
巻
三
十
七
、『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
七
、

『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
四
十
六
所
引
。

11

第
十
八
45a
「
蝦
蟇
」『
良
中
記
』

千
年
生
き
た
蝦
蟇
に
つ
い
て
。
書
名
は
、『
玄
中
記
』
の
誤
り
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
古
小
説
鉤
沈
』
第
五
五
条
。『
玉

燭
宝
典
』
巻
五
、『
広
韻
』、『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
四
十
九
所
引
。

K
『
漢
武
（
帝
）
故
事
』
一
条

『
隋
志
』
史
部
旧
事
類

（
13
）

に
『
漢
武
帝
故
事
』
二
巻
と
著
録
さ
れ
る
。

前
漢
武
帝
に
関
わ
る
不
可
思
議
な
話
を
載
せ
る
。
撰
者
未
詳
。
六

朝
の
成
立
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
魯
迅
『
古
小
説
鉤

沈
』
は
佚
文
五
十
三
条
を
収
め
る
。

『
本
邦
残
存
』
に
収
録
さ
れ
な
い
。
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1

第
十
四
4b
「
神
」『
漢
武
故
事
』

長
陵
の
女
子
が
死
後
神
に
な
る
。
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
第
一

三
条
に
み
え
る
。『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
三
十
九
、
九
百
五
十
四
、

九
百
八
十
一
、『
続
談
助
』
巻
三
所
引
。

L
『
述
仙
記
』
一
条

『
隋
志
』
に
著
録
さ
れ
ず
。『
太
平
御
覧
』
の
引
用
書
目
一
覧
に
み

え
、
同
書
巻
十
二
に
一
条
が
引
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
収
録
さ
れ
る

『
述
仙
記
』
は
、『
述
征
記
』（『
隋
志
』
史
部
地
理
類
郭
縁
生
撰
、
佚

書
）
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

『
本
邦
残
存
』
史
部
地
理
類
は
『
述
征
記
』
の
佚
文
二
条
を
収
め
る

が
、
以
下
の
条
は
含
ま
れ
な
い
。

1

第
十
二
1a
「
風
」『
述
仙
記
』

長
安
の
宮
殿
の
南
の
台
の
上
に
、
千
里
の
風
を
感
知
す
る
銅
の

風
見
鶏
が
あ
る
。『
天
地
瑞
祥
志
』
は
『
述
仙
記
』
に
作
る
が
、

同
内
容
の
文
章
が
『
芸
文
類
聚
』
巻
一
及
び
『
太
平
御
覧
』
巻
九

で
は
、『
述
征
記
』
か
ら
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
述

征
記
』
の
誤
り
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二

『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
志
怪
の
分
析

こ
の
よ
う
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
、
志
怪
と
呼
ば
れ
る
書
籍
の

引
用
書
数
は
十
一
種
類

（
14
）

、
ま
た
引
用
条
数
は
合
計
五
十
条
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
他
に
出
典
が
み
ら
れ
な
い
話
が
十
一
条

（
15
）

あ
る
。

『
捜
神
後
記
』
や
『
異
苑
』
と
い
っ
た
、
明
代
の
再
編
本
が
あ
る
も
の

で
も
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
引
用
さ
れ
る
幾
つ
か
の
話
は
、
再
編
本
に
も

み
ら
れ
ず
、
他
書
に
も
引
用
が
み
ら
れ
な
い
、
ま
っ
た
く
未
出
の
佚
文

が
含
ま
れ
て
い
る
。『
本
邦
残
存
』
は
、
こ
の
よ
う
な
、
何
か
し
ら
の
形

で
版
本
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
輯
佚
の
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

が
残
念
で
あ
る
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
に
限
ら
ず
、
日
本
に
残
る
典
籍
中
の
志
怪
の
佚
文
は

他
に
も
幾
つ
か
あ
り

（
16
）

、
新
た
な
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

洲
脇
武
志
の
研
究
に
よ
れ
ば
、『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
の
『
漢
書
』
顔

師
古
注
は
、
現
行
の
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
で
あ
る
と

い
う

（
17
）

。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
読
書
会
に
お
い
て
も
、
経

書
や
史
書
か
ら
の
引
用
に
お
い
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
ま
っ
た
く
未
知

の
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
文
字
の
違
い
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
大
半
は
、
書
写
の
過
程
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
誤

字
の
範
囲
に
ほ
ぼ
と
ど
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表 1: 『天地瑞祥志』所引志怪書名別引用数

書名 引用総数 うち他書に引用がないもの

A 列異伝 1 1

B 甄異伝 1 1

C 述異記 2 2

D 異苑 13 3

E 捜神記 8 0

F 捜神後記 5 2

G 斉諧記 1 0

H 続斉諧記 1 0

I 幽明録 6 2

J 玄中記 11 0

K 漢武帝故事 1 0

合計 50 11

そ
れ
に
た
い
し
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
所
引
の
志
怪
の
場
合
は
、
も
と

の
書
籍
が
大
切
に
保
管
・
流
伝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
と
い
う
だ

け
で
は
な
い
、
多
量
の
佚
文
、
異
文
の
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
よ
り
当

初
の
形
に
ち
か
い
志
怪
の
文
章
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
有

効
で
あ
る
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
、
巻
毎
、
分
類
毎
の
引
用
状
況
も
表
に
し

て
お
く
。

多
く
の
話
が
引
用
さ
れ
る
の
は
、「
神
」、「
鬼
」
と
い
っ
た
分
類
で
あ

る
。『
天
地
瑞
祥
志
』
に
は
、
志
怪
以
外
の
観
念
的
な
話
も
引
用
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
具
体
例
と
し
て
、
志
怪
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
な
事
件
の

記
録
が
欲
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
く
に
第
十
四
「
神
」
に
お

い
て
は
、
他
書
に
記
録
が
み
え
な
い
「
八
部
将
軍
」
な
る
神
に
つ
い
て

の
記
録
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
六
朝
に
信
仰
が
廃
れ
、
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
神
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
禁
絶
さ
れ
た
た
め
に
、

他
書
に
は
記
録
が
残
ら
な
い
神
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
第
十
七
の
「
血
」
も
集
中
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
血
」
に
引

用
さ
れ
る
話
は
、
凶
兆
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
血
に
関
す
る
怪
異
の
話
で

あ
っ
た
。
第
十
八
及
び
十
九
の
鳥
類
、
動
物
に
関
し
て
も
、
少
し
ず
つ

引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
著
者
が
直
接
、
こ
れ
ら
志
怪
の
書
籍
を
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表 2: 『天地瑞祥志』所引志怪巻別・分類別引用状況

巻数 内訳 合計

十四 神 (9),鬼 (6),物精 (4) 19

十六 五行・水 (1) 1

十七 光 (2),血 (5),衣服 (1),鏡 (1),玉 (1) 10

十八 海鳬 (1), 鶩丘 (1), 鶏 (1), 雀 (2), 鸜鵒 (1),

鳩 (1),魚 (1),亀 (1),蟻 (1),蝦蟇 (1)

11

十九 牛 (1),羊 (1),虎 (1),狐 (1),蛇 (1),鼠 (4) 9

総合計 50

み
て
引
用
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
十

四
「
鬼
」
の
【
概
要
】
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
引
用
を

み
て
い
く
と
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、『
太
平
御
覧
』
な
ど
他
の
類
書
と

引
用
順
序
が
同
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
鬼
」

の
2
、
3
条
は
、『
法
苑
珠
林
』
と
『
天
地
瑞
祥
志
』
で
同
じ
配
列
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
太
平
御
覧
』
は
、
明
ら
か
に
『
天
地
瑞
祥
志
』

よ
り
も
あ
と
の
成
立
で
あ
る
た
め
、
参
照
し
よ
う
が
な
い
と
し
て

（
18
）

『
法

苑
珠
林
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

（
19
）

と
考
え
ら
れ
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
が
、

共
通
の
類
書
を
見
て
、
抜
き
書
き
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
著
者
薩
守
真
が
必
ず
し
も
引
用
し
た
書
籍

そ
の
も
の
す
べ
て
を
見
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

志
怪
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
原
典
に
確
実
に
お
さ
め
ら
れ
た
文
章

に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
、
議
論
が
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
を
筆
者

は
主
張
し
て
き
た

（
20
）

。
こ
の
よ
う
に
断
片
的
で
あ
っ
て
も
、
幾
つ
か
の
資

料
が
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
残
さ
れ
た
こ
と
を
幸
運
に
思
う
。
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(

1)

『
本
邦
残
存
』
で
は
、
以
下
の
条
の
引
用
の
あ
と
に
「
案
隋
志
著
録
列
異

傳
三
巻
魏
文
帝
撰
此
引
作
列
異
記
疑
是
一
書
」
と
の
按
語
を
載
せ
る
。

(

2)

『
異
苑
』
の
各
条
の
類
書
収
録
状
況
に
つ
い
て
は
、
中
華
書
局
の
活
字
本
に

一
部
情
報
が
載
っ
て
い
る
他
、
大
橋
由
治
「
類
書
等
所
引
『
異
苑
』
鉤
沈
」

（『
大
東
文
化
大
学
中
国
学
論
集
』
一
四
、
一
九
九
六
）
に
一
覧
が
あ
る
。

(

3)

「
栖
」
字
、『
異
苑
』
は
、「
桓
」
に
作
る
。

(

4)

李
剣
国
本
と
の
対
照
を
筆
者
の

R
eserch

m
a
p
;h
ttp

:/
/

resea
rch

m
a
p
.jp

/
zu

oy
e1
9
7
4
/

の
資
料
公
開
に
お
い
て
あ
る
の

で
、
李
剣
国
本
も
参
照
し
た
い
場
合
、
そ
れ
を
用
い
て
、
収
録
先
を
検
索

さ
れ
た
い
。

(

5)

中
村
著
索
引
で
は
脱
落
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
索
引
に
あ
っ
て
引
用
条

が
存
在
し
な
い
26b
が
本
来
5b
だ
っ
た
か
。

(

6)

こ
ち
ら
も
『
捜
神
記
』
同
様
に
筆
者
の

R
eserch

m
a
p
;h
ttp

:/
/

resea
rch

m
a
p
.jp

/
zu

oy
e1
9
7
4
/

に
汪
紹
楹
本
及
び
李
剣
国
本
の
対
照
表

を
掲
載
し
て
あ
る
。

(

7)

『
捜
神
後
記
』
は
「
李
頤
」
に
作
り
、『
太
平
広
記
』
巻
三
百
二
十
四
に
お

け
る
引
用
は
「
索
頤
」
に
作
る
。
李
剣
国
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
実
在
し
た

人
物
で
あ
る
李
頤
の
可
能
性
が
高
い
。

(

8)

中
村
著
索
引
で
は
こ
の
条
は
ぬ
け
て
い
る
。
前
条
に
引
き
続
き
「
又
曰
」
で

引
用
さ
れ
る
た
め
『
続
捜
神
記
』
の
文
と
判
断
し
た
。

(

9)

中
村
著
索
引
は
5b
に
あ
や
ま
る

(

10)

類
似
引
用
例
が
な
く
、
不
詳
な
た
め
、
原
文
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

(

11)

中
村
著
索
引
は
前
条
及
び
次
条
と
ま
と
め
て
取
る
が
、『
古
小
説
鉤
沈
』
で

話
を
わ
け
て
お
り
、
類
書
で
も
別
々
に
引
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
分
離
し
た
。

(

12)

中
村
著
索
引
は
前
条
・
前
々
条
と
ま
と
め
て
取
る
が
、『
古
小
説
鉤
沈
』
で

話
を
わ
け
て
お
り
、
類
書
で
も
別
々
に
引
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
分
離
し
た
。

(

13)

史
部
雑
伝
類
で
は
な
い
が
、『
古
小
説
鉤
沈
』
に
収
め
ら
れ
、
志
怪
に
類
似

し
た
書
だ
と
み
な
し
、
こ
こ
に
載
せ
る
。

(

14)

『
述
仙
記
』
は
省
い
た
。

(

15)

『
続
捜
神
記
』
2
に
あ
っ
た
、『
捜
神
記
』
に
み
え
る
条
は
除
外
し
て
数

え
た
。

(

16)

例
え
ば
、『
菅
家
文
草
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
る
「
源
能
有
五
十
賀
屏
風
詩
」

五
首
中
四
首
に
は
、
詩
題
の
あ
と
に
紀
長
谷
雄
が
抄
出
し
た
詩
に
う
た
わ

れ
る
話
の
典
拠
の
文
章
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
首
「
徐
公
酔
臥
詩
」

に
引
用
さ
れ
る
『
異
苑
』
の
文
は
、
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻
五
第
二
八
条

に
み
え
る
同
内
容
の
話
よ
り
も
長
い
文
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
谷

口
孝
介
「
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想
―
源
能
有
五
十
賀
屏
風
詩
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』
塙
書
房
二
〇
〇
四
、
初
出
一
九
八
八
）
を

参
照
。

(

17)

二
〇
一
二
年
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
平
成
二
十
四
年
度
秋

季
「
研
究
班
報
告
会
」
発
表
洲
脇
武
志
「
注
釈
か
ら
見
た
『
天
地
瑞
祥

志
』」http

:/
/
w
w
w
.d
a
ito

.a
c.jp

/
resea

rch
/
la
b
o
ra
to
ry
/
h
u
m
a
n
ity

/
rep

o
rt/

in
d
ex
.h
tm

l

。
ま
た
二
〇
一
三
年
四
月
の
第
一
八
回
天
地
瑞
祥
志

勉
強
会
に
お
い
て
も
洲
脇
氏
が
同
内
容
を
報
告
し
て
く
れ
た
。

(

18)

『
太
平
御
覧
』
の
編
纂
が
、
ま
っ
た
く
の
白
紙
状
態
か
ら
行
わ
れ
た
の
で

は
な
く
、
既
存
の
類
書
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
そ
の
こ
と
を
補
強
す
る
資
料
の
一
と
な
ろ
う
。

(

19)

『
法
苑
珠
林
』
は
総
章
元
年
（
六
六
八
）
完
成
。『
天
地
瑞
祥
志
』
は
麟
徳

三
年
（
六
六
六
）
に
大
王
に
提
出
さ
れ
た
と
の
序
文
（
啓
）
が
残
る
。

(

20)

佐
野
誠
子
「
五
行
志
と
干
宝
『
捜
神
記
』」（『
東
京
大
学
文
学
部
中
国
語
中

国
文
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
一
）
で
は
、『
捜
神
記
』
を
考
え
る
際
、

他
類
書
に
『
捜
神
記
』
か
ら
、
と
し
て
引
用
が
あ
る
も
の
の
み
を
原
本
に

あ
る
も
の
と
し
て
慎
重
に
議
論
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
主
張
を
展
開
し
た
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
豊
秋
奨
学
会
研
究
助
成
金
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
附
記
二
〕
本
稿
完
成
後
に
、
游
自
勇
「『
捜
神
記
』
校
補
―
従
国
図
蔵
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B
D
1
1
87
1

号
文
書
談
起
」（
中
国
人
民
大
学
国
学
院
編
著
『
国
学
的
伝
承

与
創
新
』
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
三
所
収
）
と
い
う
論
考
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
論
題
中
の
「
国
図
蔵B

D
11871

号
文
書
」
と
は
、
北
京

国
家
図
書
館
で
所
蔵
す
る
敦
煌
本
遺
書
で
あ
り
、
敦
煌
本
『
捜
神
記
』
の

断
片
と
一
致
す
る
文
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
論
文
の
二
、
三

節
に
お
い
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
所
収
の
『
捜
神
記
』
及
び
『
続
捜
神
記

（
捜
神
後
記
）』
が
佚
文
資
料
を
含
む
も
の
だ
と
さ
れ
、
翻
刻
及
び
紹
介

が
行
わ
れ
て
い
る
。
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